
答

問 誰のための太陽光発電か（4回目）

新しい経済循環で町の活性化を

　三
つ
の
点
か
ら
質
問

す
る
。

　1
点
目
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
発
電
の
サ
イ
ズ
が
当
初
の

案
よ
り
40
％
も
少
な
い
見
積

り
。
も
と
も
と
目
標
の
1
・

2
%
の
C
O
2
削
減
効
果
し

か
な
か
っ
た
の
が
0
・
7
％
し

か
な
い
。

　例
え
れ
ば
1
年
を
か
け
、1

日
の
コ
ロ
ナ
の
新
規
感
染
者

数
が
、
8
万
人
か
ら
7
万

9
5
0
0
人
に
減
る
よ
う
な

も
の
。全
て
が
と
ん
で
も
な
い

無
駄
だ
と
感
じ
る
。

　太
陽
光
パ
ネ
ル
や
蓄
電
池

の
容
量
が
大
き
く
な
れ
ば
そ

れ
だ
け
自
給
率
は
高
ま
る
が
、

設
備
費
用
が
高
額
と
な
り
、

同
時
に
発
電
ロ
ス
も
高
く

な
っ
て
し
ま
う
。
最
も
経
済
性

の
高
い
容
量
を
検
討
し
た
結

果
だ
。
並
行
し
て
、
施
設
の
省

エ
ネ
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
た

め
、
将
来
的
に
は
こ
の
エ
リ
ア

で
9
割
以
上
の
削
減
効
果
を

見
込
ん
で
い
る
。温
暖
化
対
策

は
後
回
し
に
は
で
き
な
い
課

題
だ
。

　2
点
目
と
し
て
他
市

の
例
を
紹
介
す
る
。

　奈
良
県
生
駒
市
の
出
資
す

る
当
町
と
同
じ
よ
う
な
仕
組

み
で
、公
共
施
設
の
電
力
供
給

を
随
意
契
約
で
決
め
た
が
、近

隣
の
市
の
電
力
供
給
を
関
西

電
力
が
次
々
と
安
値
で
落
札

し
て
、市
議
会
で
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

　入
札
す
れ
ば
、年
間
4
0
0
0

万
円
安
く
契
約
出
来
た
可
能

性
が
あ
る
と
、住
民
監
査
請
求

や
行
政
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
て

い
る
。

　当
町
で
は
新
会
社
は
最
低

で
も
市
場
価
格
と
同
じ
よ
う

な
同
額
程
度
の
料
金
が
出
せ

る
の
か
。

 

　「
一
般
競
争
入
札
を
し
た

場
合
と
自
治
体
新
電
力
か
ら

購
入
す
る
場
合
と
に
差
額
が

生
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、そ
れ
は

市
の
政
策
遂
行
の
コ
ス
ト
と

考
え
ら
れ
る
。コ
ス
ト
を
認
識

し
た
上
で
政
策
遂
行
の
有
用

性
、
必
要
性
を
検
証
す
る
べ

き
で
あ
る
」
。
と
い
う
の
が
生

駒
市
監
査
委
員
の
見
解
。
本

町
の
事
業
は
、
特
定
供
給
と

い
う
枠
組
み
の
中
で
、
電
力
の

供
給
者
と
受
給
者
が
共
同
事

業
者
と
し
て
C
O
2
削
減
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
も
の
で
、一
義
的

に
事
業
者
に
低
価
格
の
電
気

料
金
の
保
証
を
求
め
る
性
質

の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　

　3
点
目
に
地
方
自

治
法
に
は
、適
正
な
価

格
を
得
な
い
財
産
の
貸
付
け
、

い
わ
ゆ
る
適
正
な
価
格
を
得

な
い
で
貸
し
付
け
る
場
合
は

議
会
の
承
認
が
必
要
と
い
う

規
定
が
あ
る
。
議
会
へ
、
町
有

地
を
無
償
も
し
く
は
少
額
で

貸
し
付
け
る
議
案
は
、い
つ
出

す
予
定
か
。

　議
決
す
べ
き
事
項
は
当
然

議
決
す
べ
き
。
そ
れ
を
し
な
い

で
実
施
す
る
こ
と
は
法
律
違

反
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
で
あ

る
。た
だ
し
、「
行
政
財
産
の
目

的
外
使
用
許
可
」の
取
り
扱
い

も
あ
る
の
で
、整
理
し
て
判
断

し
た
い
。

　町
の
財
産
に
つ
い
て

は
、
そ
の
使
用
料
に
つ

い
て「
町
長
が
認
め
た
と
き
、

こ
れ
を
無
償
と
し
、ま
た
は
減

額
す
る
こ
と
が
で
き
る
」と
い

う
条
例
が
あ
る
。も
し
町
有
地

を
無
料
で
貸
す
と
す
れ
ば
、マ

イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
事
業
は
ど

う
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
か
。

　未
来
世
代
の
た
め
に
、町
と

し
て
は
、脱
炭
素
事
業
は
非
常

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

様
々
な
補
助
事
業
制
度
も
含

め
、地
域
活
性
化
に
当
然
役
立

つ
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
前
提

に
進
め
て
い
る
。

問

問

問

問

副
町
長

副
町
長

町

　長

町

　長

令和3年度 一般会計補正予算（第7号） 1億3200万円 増

国庫支出金 1億3200万円
主な歳入

子育て世帯臨時特別給付金 1億3200万円
主な歳出

令和3年度 一般会計補正予算（第8号） 1億4408万7千円 増

国庫支出金 1億4704万3千円
主な歳入

非課税世帯等臨時特別給付金 1億4408万7千円
主な歳出

令和4年度　特別会計・水道事業会計の当初予算
会計名

特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

予算額 前年対比 主な内容

《歳入》

国民健康保険税

県支出金

《歳出》

保険給付費

国民健康保険事業費納付金

1826万2千円（1.02％減）

349万8千円（1.75%増）

3億2598万9千円

13億4054万9千円

12億6799万6千円

4億4920万8千円

《歳入》

後期高齢者医療保険料

一般会計繰入金

《歳出》

後期高齢者医療広域連合納付金

1億4195万8千円

5484万1千円

1億9956万5千円

原水及び浄水費

配水及び給水費

9448万6千円

6351万8千円

建設改良費

配水管路耐震化事業費

3576万5千円

3411万6千円

負担金

出資金

1832万円

400万円

給水収益870万6千円（3.36％増）

58万4千円（0.24％増）

1億1303万3千円（78.85%減）

1億3477万6千円（60.28%減）

17億7781万7千円

2億312万5千円

2億6750万7千円収入

2億4898万3千円

3032万円

8882万2千円

支出

収入

支出

2億4255万6千円
収
益
的

国民健康保険

後期高齢者医療

資
本
的

令和3年度大木町国民健康保険特別会計補正予算（第4号）
令和3年度大木町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

2349万8千円増
683万6千円増

令和3年度 一般会計補正予算（第9号） 4億4739万4千円 増
主な歳入

1540万円
5507万7千円
5億6565万円

▲ 3813万5千円

主な歳出
地方交付税
国庫支出金
県支出金
寄附金　

2億5937万4千円
1億303万9千円
▲ 6374万4千円
8952万8千円

障がい者自立支援給付費
ふるさと納税事業費
財政運営費
地域農業振興費

一 般 質 問 ここが知りたい！ 訴えたい！

  ば      ば             たか     し

馬場　高志 議員
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　土
地
改
良
区
内
支
線

排
水
路
整
備
の
進
捗
を

図
る
に
は
、土
地
改
良
区
が
事
業

主
体
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る

と
思
う
が
。

　
有
効
な
補
助
事
業
の
確
保
、人

員
体
制
の
整
備
及
び
土
地
改
良

区
、農
家
の
理
解
が
不
可
欠
と
考

え
る
。

　受
益
者
の
負
担
も
あ

り
得
る
。受
益
者
負
担
軽

減
を
図
れ
る
効
率
的
な
事
業
メ

ニ
ュ
ー
は
。ま
た
、取
り
組
ま
れ

て
い
る
市
町
は
あ
る
か
。

　
近
隣
で
は
、柳
川
市
、大
川
市

が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。農
地
中

間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事

業
の
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業

を
活
用
し
、支
援
内
容
も
豊
富
で

活
用
し
や
す
い
。

　土
地
改
良
関
係
事
業

で
あ
り
、建
設
水
道
課
、産

業
振
興
課
が
し
っ
か
り
連
携
し
、

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

　
具
体
的
な
事
業
メ
ニ
ュ
ー
を
早

急
に
取
り
ま
と
め
、土
地
改
良
区

と
連
携
し
て
進
め
た
い
。

　ご
み
焼
却
炉
の
老
朽

化
が
進
む
中
、ご
み
処
理

計
画
は
。

　
10
年
余
り
で
更
新
を
迎
え
、大

川
清
掃
セ
ン
タ
ー
及
び
八
女
西

部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
両
施
設

の
事
務
局
に
働
き
か
け
て
い
る
。

　両
組
織
の
考
え
方
、

対
策
に
つ
い
て
の
認
識

度
は
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
と
し
て

ま
だ
認
識
は
少
な
い
と
考
え
る
。

各
々
の
自
治
体
首
長
と
協
議
し
、

足
並
み
を
そ
ろ
え
て
い
く
。

　現
在
の
3
市
2
町
の

枠
で
な
く
、長
期
的
に
、

5
市
2
町（
筑
後
七
国
）で
の
取

り
組
み
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

 なか    しま            むね    はる

中島　宗昭 議員問

①土地改良区内支線排水路整備を問う

②将来の焼却ごみ処理対策は

③地域創業・交流支援センター指定管理業務の見直しを

1
．地
域
へ
の
丁
寧
な
説
明
を

行
い
、理
解
を
得
た
う
え
で
自

治
区
移
行
が
遂
行
さ
れ
て
い

る
か
。

　自
治
区
移
行
の
実
現

に
は
、
町
長
自
ら
の
声

で
説
明
す
べ
き
。

　結
果
と
し
て
住
民
の
理
解

を
得
る
と
思
う
が
。

　
地
域
に
足
を
運
び
、自
治
区

移
行
と
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思

え
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
、理

解
を
得
る
た
め
に
努
力
す
る
。

2
．移
行
が
困
難
な
地
域
を
置

き
去
り
に
し
て
い
な
い
か
。

　世
帯
数
が
少
な
い
地

区
で
は
、
他
地
区
と
の

合
併
や
組
織
づ
く
り
面
で
困

難
な
調
整
が
想
定
さ
れ
、移
行

に
時
間
を
要
す
る
と
思
う
。格

差
是
正
の
配
慮
は
。

　
令
和
4
年
度
は
、
移
行
が

進
ま
な
か
っ
た
地
区
も
区
長

報
償
費
の
見
直
し
や
自
治
振

興
交
付
金
へ
の
単
一
化
等
を

計
る
が
、
交
付
額
に
つ
い
て
は

減
額
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮

す
る
。

3
．自
治
活
動
推
進
費
を
は
じ

め
、交
付
金
や
助
成
金
に
地
域

格
差
が
生
じ
て
い
な
い
か
。

①
交
付
期
間
に
つ
い
て

　自
治
活
動
推
進
費
の「
令
和

4
年
度
か
ら
令
和
7
年
度
の

う
ち
の
3
年
間
に
限
る
」と
云

う
執
行
部
の
説
明
に
議
会
は

再
三
異
論
を
唱
え
て
来
た
。今

議
会
の
予
算
質
疑
で
町
長
か

ら
「
状
況
を
判
断
し
配
慮
す

る
」
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。
遵

守
を
切
望
す
る
。

②
交
付
額
に
つ
い
て

　総
額
で
世
帯
数
に

よ
る
地
区
間
格
差
を

生
じ
、町
の
言
う
使
途
の
公
民

館
等
の
充
実
化
に
繋
が
る
備

品
や
設
備
の
購
入
に
は
難
が

あ
る
。

　
町
の
財
政
事
情
も
考
慮
し

た
結
果
で
、大
掛
か
り
な
施
設

設
備
等
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
整
備
助
成
金
等
の
活
用
を

お
願
い
し
た
い
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
助

成
金
の
予
算
枠
の
拡
大
が
必
要
。

4
．自
治
区
移
行
に
関
す
る
事

業
は
、不
確
定
要
素
が
多
い
た

め
予
算
編
成
に
あ
た
り
、議
会

説
明
を
行
う
こ
と
。

　当
該
事
業
は
、初
め

て
の
試
み
で
不
明
な
点

が
多
い
た
め
予
算
編
成
段
階

で
議
会
に
説
明
願
い
た
い
。予

算
審
査
に
お
い
て
議
会
と
執

行
部
の
齟
齬
を
無
く
す
た
め

に
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
合
併
す
る
場
合
、合
併
後
3

年
間
は
現
状
の
交
付
額
を
保

障
す
る
考
え
だ
。議
会
に
は
早

め
に
説
明
す
る
。

　移
行
は
、地
域
自
治

へ
の
1
ス
テ
ッ
プ
に
過

ぎ
な
い
。「
あ
る
べ
き
町
の
姿
」

に
向
か
っ
て
地
域
自
ら
が
醸

成
し
て
行
く
に
は
行
政
の
人

的
、金
銭
的
支
援
が
欠
か
せ
な

い
と
思
う
が
。

　
町
と
、校
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
、地
域
自
治
区
の
発
展
的

な
関
係
を
築
く
こ
と
で
、持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た

い
。今
後
の
町
の
発
展
の
た
め
に

は
地
域
活
動
・
校
区
活
動
が
重

要
で
あ
り
、人
的
・
財
政
的
支
援

は
必
要
な
投
資
と
考
え
て
い
る
。

問問

問

問

問

一 般 質 問 一 般 質 問

　
周
辺
自
治
体
は
、事
情
は
違
う

の
で
、ど
の
よ
う
に
連
携
で
き
る

か
、協
議
を
進
め
た
い
。

　議
会
と
し
て
も
各
自

治
体
議
会
と
連
携
を
図

る
。町
長
の
本
気
度
は
。

　
議
会
で
も
議
論
し
て
も
ら
う

と
話
が
進
め
や
す
く
な
り
、有
難

い
。各
自
治
体
の
首
長
に
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。

　W
A
K
K
A
最
大
の

目
的
で
あ
る
地
場
産
業

の
育
成
、支
援
事
業
は
順
調
か
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
事
務
負
担
の

増
加
で
、商
品
開
発
に
は
取
り
組

ん
だ
が
、商
品
化
に
は
至
っ
て
い

な
い
。

　W
A
K
K
A
の
事
業

計
画
に
ふ
る
さ
と
納
税

受
託
事
業
は
な
か
っ
た
が
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
受
託
は

収
益
も
あ
り
、Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ａ
の
目

的
に
合
致
し
て
い
た
が
、対
応
が

困
難
に
な
り
、次
年
度
か
ら
民
間

に
業
務
を
委
託
す
る
。

　町
が
直
接
民
間
に
事
務

委
託
を
さ
れ
る
こ
と
か
。

　
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
業

者
に
委
託
を
計
画
し
て
い
る
。

　W
A
K
K
A
に
は
ふ

る
さ
と
納
税
事
業
者
の

育
成
も
お
願
い
し
た
い
。

　
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
き

た
い
。

　W
A
K
K
A
の
運
営

は
町
直
営
で
の
管
理
が

望
ま
れ
る
が
。

　
今
の
と
こ
ろ
直
営
で
の
運
営

は
考
え
て
い
な
い
。

　現
状
で
は
W
A
K
K
A

の
施
設
を
大
溝
コ
ミ
セ

ン
、シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
活

用
し
て
は
。

　コ
ミ
セ
ン
に
関
し
て
は
学
校

付
近
と
考
え
、シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と

し
て
の
活
用
は
進
め
た
い
。

　条
件
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問

問問問

問問

問問問

問問問 問

町

　長

町

　長

町

　長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

町

　長

意

　見

意

　見

町

　長

町

　長

町

　長

町

　長

町

　長

町

　長

町

　長

ここが知りたい！ 訴えたい！

ま
ち
づ
く
り
課
副
課
長

産
業
振
興
課
課
長

建
設
水
道
課
長

建
設
水
道
課
長

大川市清掃センター

進む、自治区移行説明会

  こ      が             とも    ふみ

古賀　知文 議員

答

問 自治活動推進費の期間限定の撤回を

状況を判断のうえ配慮する
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　土
地
改
良
区
内
支
線

排
水
路
整
備
の
進
捗
を

図
る
に
は
、土
地
改
良
区
が
事
業

主
体
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る

と
思
う
が
。

　
有
効
な
補
助
事
業
の
確
保
、人

員
体
制
の
整
備
及
び
土
地
改
良

区
、農
家
の
理
解
が
不
可
欠
と
考

え
る
。

　受
益
者
の
負
担
も
あ

り
得
る
。受
益
者
負
担
軽

減
を
図
れ
る
効
率
的
な
事
業
メ

ニ
ュ
ー
は
。ま
た
、取
り
組
ま
れ

て
い
る
市
町
は
あ
る
か
。

　
近
隣
で
は
、柳
川
市
、大
川
市

が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。農
地
中

間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事

業
の
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業

を
活
用
し
、支
援
内
容
も
豊
富
で

活
用
し
や
す
い
。

　土
地
改
良
関
係
事
業

で
あ
り
、建
設
水
道
課
、産

業
振
興
課
が
し
っ
か
り
連
携
し
、

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

　
具
体
的
な
事
業
メ
ニ
ュ
ー
を
早

急
に
取
り
ま
と
め
、土
地
改
良
区

と
連
携
し
て
進
め
た
い
。

　ご
み
焼
却
炉
の
老
朽

化
が
進
む
中
、ご
み
処
理

計
画
は
。

　
10
年
余
り
で
更
新
を
迎
え
、大

川
清
掃
セ
ン
タ
ー
及
び
八
女
西

部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
両
施
設

の
事
務
局
に
働
き
か
け
て
い
る
。

　両
組
織
の
考
え
方
、

対
策
に
つ
い
て
の
認
識

度
は
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
と
し
て

ま
だ
認
識
は
少
な
い
と
考
え
る
。

各
々
の
自
治
体
首
長
と
協
議
し
、

足
並
み
を
そ
ろ
え
て
い
く
。

　現
在
の
3
市
2
町
の

枠
で
な
く
、長
期
的
に
、

5
市
2
町（
筑
後
七
国
）で
の
取

り
組
み
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

 なか    しま            むね    はる

中島　宗昭 議員問

①土地改良区内支線排水路整備を問う

②将来の焼却ごみ処理対策は

③地域創業・交流支援センター指定管理業務の見直しを

1
．地
域
へ
の
丁
寧
な
説
明
を

行
い
、理
解
を
得
た
う
え
で
自

治
区
移
行
が
遂
行
さ
れ
て
い

る
か
。

　自
治
区
移
行
の
実
現

に
は
、
町
長
自
ら
の
声

で
説
明
す
べ
き
。

　結
果
と
し
て
住
民
の
理
解

を
得
る
と
思
う
が
。

　
地
域
に
足
を
運
び
、自
治
区

移
行
と
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思

え
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
、理

解
を
得
る
た
め
に
努
力
す
る
。

2
．移
行
が
困
難
な
地
域
を
置

き
去
り
に
し
て
い
な
い
か
。

　世
帯
数
が
少
な
い
地

区
で
は
、
他
地
区
と
の

合
併
や
組
織
づ
く
り
面
で
困

難
な
調
整
が
想
定
さ
れ
、移
行

に
時
間
を
要
す
る
と
思
う
。格

差
是
正
の
配
慮
は
。

　
令
和
4
年
度
は
、
移
行
が

進
ま
な
か
っ
た
地
区
も
区
長

報
償
費
の
見
直
し
や
自
治
振

興
交
付
金
へ
の
単
一
化
等
を

計
る
が
、
交
付
額
に
つ
い
て
は

減
額
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮

す
る
。

3
．自
治
活
動
推
進
費
を
は
じ

め
、交
付
金
や
助
成
金
に
地
域

格
差
が
生
じ
て
い
な
い
か
。

①
交
付
期
間
に
つ
い
て

　自
治
活
動
推
進
費
の「
令
和

4
年
度
か
ら
令
和
7
年
度
の

う
ち
の
3
年
間
に
限
る
」と
云

う
執
行
部
の
説
明
に
議
会
は

再
三
異
論
を
唱
え
て
来
た
。今

議
会
の
予
算
質
疑
で
町
長
か

ら
「
状
況
を
判
断
し
配
慮
す

る
」
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。
遵

守
を
切
望
す
る
。

②
交
付
額
に
つ
い
て

　総
額
で
世
帯
数
に

よ
る
地
区
間
格
差
を

生
じ
、町
の
言
う
使
途
の
公
民

館
等
の
充
実
化
に
繋
が
る
備

品
や
設
備
の
購
入
に
は
難
が

あ
る
。

　
町
の
財
政
事
情
も
考
慮
し

た
結
果
で
、大
掛
か
り
な
施
設

設
備
等
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
整
備
助
成
金
等
の
活
用
を

お
願
い
し
た
い
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
助

成
金
の
予
算
枠
の
拡
大
が
必
要
。

4
．自
治
区
移
行
に
関
す
る
事

業
は
、不
確
定
要
素
が
多
い
た

め
予
算
編
成
に
あ
た
り
、議
会

説
明
を
行
う
こ
と
。

　当
該
事
業
は
、初
め

て
の
試
み
で
不
明
な
点

が
多
い
た
め
予
算
編
成
段
階

で
議
会
に
説
明
願
い
た
い
。予

算
審
査
に
お
い
て
議
会
と
執

行
部
の
齟
齬
を
無
く
す
た
め

に
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
合
併
す
る
場
合
、合
併
後
3

年
間
は
現
状
の
交
付
額
を
保

障
す
る
考
え
だ
。議
会
に
は
早

め
に
説
明
す
る
。

　移
行
は
、地
域
自
治

へ
の
1
ス
テ
ッ
プ
に
過

ぎ
な
い
。「
あ
る
べ
き
町
の
姿
」

に
向
か
っ
て
地
域
自
ら
が
醸

成
し
て
行
く
に
は
行
政
の
人

的
、金
銭
的
支
援
が
欠
か
せ
な

い
と
思
う
が
。

　
町
と
、校
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
、地
域
自
治
区
の
発
展
的

な
関
係
を
築
く
こ
と
で
、持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た

い
。今
後
の
町
の
発
展
の
た
め
に

は
地
域
活
動
・
校
区
活
動
が
重

要
で
あ
り
、人
的
・
財
政
的
支
援

は
必
要
な
投
資
と
考
え
て
い
る
。

問問

問

問

問

一 般 質 問 一 般 質 問

　
周
辺
自
治
体
は
、事
情
は
違
う

の
で
、ど
の
よ
う
に
連
携
で
き
る

か
、協
議
を
進
め
た
い
。

　議
会
と
し
て
も
各
自

治
体
議
会
と
連
携
を
図

る
。町
長
の
本
気
度
は
。

　
議
会
で
も
議
論
し
て
も
ら
う

と
話
が
進
め
や
す
く
な
り
、有
難

い
。各
自
治
体
の
首
長
に
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。

　W
A
K
K
A
最
大
の

目
的
で
あ
る
地
場
産
業

の
育
成
、支
援
事
業
は
順
調
か
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
事
務
負
担
の

増
加
で
、商
品
開
発
に
は
取
り
組

ん
だ
が
、商
品
化
に
は
至
っ
て
い

な
い
。

　W
A
K
K
A
の
事
業

計
画
に
ふ
る
さ
と
納
税

受
託
事
業
は
な
か
っ
た
が
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
受
託
は

収
益
も
あ
り
、Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ａ
の
目

的
に
合
致
し
て
い
た
が
、対
応
が

困
難
に
な
り
、次
年
度
か
ら
民
間

に
業
務
を
委
託
す
る
。

　町
が
直
接
民
間
に
事
務

委
託
を
さ
れ
る
こ
と
か
。

　
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
業

者
に
委
託
を
計
画
し
て
い
る
。

　W
A
K
K
A
に
は
ふ

る
さ
と
納
税
事
業
者
の

育
成
も
お
願
い
し
た
い
。

　
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
き

た
い
。

　W
A
K
K
A
の
運
営

は
町
直
営
で
の
管
理
が

望
ま
れ
る
が
。

　
今
の
と
こ
ろ
直
営
で
の
運
営

は
考
え
て
い
な
い
。

　現
状
で
は
W
A
K
K
A

の
施
設
を
大
溝
コ
ミ
セ

ン
、シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
活

用
し
て
は
。

　コ
ミ
セ
ン
に
関
し
て
は
学
校

付
近
と
考
え
、シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と

し
て
の
活
用
は
進
め
た
い
。

　条
件
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問

問問問

問問

問問問

問問問 問

町

　長

町

　長

町

　長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

町

　長

意

　見

意

　見

町

　長

町

　長

町

　長

町

　長

町

　長

町

　長

町

　長

ここが知りたい！ 訴えたい！

ま
ち
づ
く
り
課
副
課
長

産
業
振
興
課
課
長

建
設
水
道
課
長

建
設
水
道
課
長

大川市清掃センター

進む、自治区移行説明会

  こ      が             とも    ふみ

古賀　知文 議員

答

問 自治活動推進費の期間限定の撤回を

状況を判断のうえ配慮する
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本
町
の
児
童
虐
待
状

況
は
、進
行
管
理
児
童

が
45
件
で
、増
加
傾
向
と
の
報

告
を
受
け
て
い
る
。お
お
き
っ

子
「
す
こ
や
か
」
プ
ラ
ン
の
計

画
に
あ
る
子
ど
も
へ
の
暴
力
防

止
プ
ロ
グ
ラ
ム
、Ｃ
Ａ
Ｐ
の
実

施
状
況
は
。

　
管
理
児
童
が
増
加
し
た
要

因
は
、組
織
体
制
が
強
化
さ
れ

た
こ
と
。
ま
た
、
ケ
ー
ス
会
議

で
の
支
援
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

力
、面
談
力
が
向
上
し
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
き
め
細
か

く
、虐
待
か
も
し
れ
な
い
と
気

づ
く
学
校
や
、
保
育
園
、
幼
稚

園
の
関
係
職
員
の
発
見
率
が

要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
未
然
防
止
の
研
修
会
の
予

算
は
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
て
、早
期

発
見
と
早
期
対
応
に
ウ
エ
ー

ト
を
置
い
た
取
組
み
を
実
施

す
る
。

　
学
校
、保
育
園
か
ら

の
要
望
を
待
つ
の
で
は

な
く
、町
は
、子
ど
も
を
ど
の

よ
う
に
守
り
、育
て
て
い
く
の

か
、子
ど
も
の
権
利
を
守
っ
て

い
く
施
策
の
一
つ
と
し
て
、位

置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
強
く

要
望
す
る
。

　
本
町
と
し
て
取
り
入
れ
る
べ

き
、内
容
、事
業
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
に
情
報
を
収
集
し
、児

童
虐
待
の
未
然
防
止
、早
期
発

見
早
期
対
応
に
資
す
る
よ
う

に
取
り
組
む
。

  の     ぐち            ゆう     こ

野口　裕子 議員問
  こ      が             やす     こ

古賀　靖子 議員問

①本町の事業に子どもへの暴力防止プログラムを取り入れては

②小規模自治区のコミュニティー施設の補助額増は可能か

③男女共同参画審議会からの答申は生かされているか

①ＩＣＴ支援員を増やすことはできるか

②地域学校協働活動の実施内容は 

今
年
の
1
月
か
ら
タ
ブ

レ
ッ
ト
持
ち
帰
り
の
実

証
で
、家
庭
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使

用
が
で
き
な
い
世
帯
は
ど
れ
く

ら
い
か
。ま
た
、そ
の
解
決
す
る

方
法
は
。

　
小
、
中
学
校
で
、
約
80
世
帯

W
i
‐
F
i
に
接
続
出
来
な
い

家
庭
が
あ
る
。生
活
困
窮
世
帯

の
通
信
環
境
支
援
は
、W
i
‐

F
i
ル
ー
タ
ー
の
貸
出
や
就
学

援
助
費
に
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
契

約
通
信
費
の
一
定
の
加
算
を
予

定
。ま
た
、緊
急
時
の
対
応
と
し

て
通
信
環
境
が
な
い
世
帯
に

W
i
‐
F
i
ル
ー
タ
ー
の
貸
出

と
、
定
額
の
プ
リ
ペ
イ
ド
式
の

S
I
M
カ
ー
ド
を
学
校
で
準
備

し
、10
世
帯
ほ
ど
対
応
し
て
い

る
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
や
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
の
配
置
や
活
用
は
。

　
令
和
3
年
度
は
4
校
に
1
名

の
、I
C
T
支
援
員
を
配
置
し
、

各
学
校
に
週
1
回
訪
問
し
、操

作
研
修
を
支
援
し
て
い
る
。

　
令
和
4
年
度
は
I
C
T
支
援

を
継
続
配
置
し
、
教
職
員
の

I
C
T
を
利
用
し
、効
果
的
な

事
業
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
の

禁
止
事
項
を
明
確
に
し
、

情
報
を
的
確
に
使
う
た
め
の
知

識
や
技
術
を
知
る
必
要
が
あ

る
。ネ
ッ
ト
の
危
険
性
も
知
り
、

正
し
く
使
用
で
き
る
よ
う
、情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
ど
う
推

進
す
る
の
か
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
持
ち
帰
り

ル
ー
ル
は
各
学
校
を
通
し
て
配

布
し
て
い
る
。情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
は
、学
校
も
含
め
大
木
町

I
C
T
教
育
推
進
委
員
会
の
中

で
、検
討
し
活
用
を
図
る
。同
時

に
情
報
を
整
理
し
、I
C
T
活

用
の
手
引
き
等
の
配
布
な
ど
考

え
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

効
果
的
な
事
業
支
援
の

具
体
的
内
容
は
。

　
I
C
T
支
援
の
事
業
支
援

は
、①
各
学
年
の
リ
モ
ー
ト
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
②
生
徒
が
作
っ

た
課
題
を
電
子
黒
板
に
表
示
、

③
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
ド
リ
ル
授

業
、④
小
テ
ス
ト
で
の
活
用
、⑤

校
務
で
は
時
間
割
の
変
更
や
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、⑥
Z
O
O
M

会
議
の
実
施
、⑦
理
科
プ
ロ
グ
ラ

ム
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
の
相

談
な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。

　
教
師
児
童
生
徒
の
状
況
を
把

握
し
、活
用
が
進
む
こ
と
で
、事

務
の
効
率
化
や
教
職
員
の
負
担

軽
減
に
も
つ
な
が
る
。

　
I
C
T
が
得
意
、不

得
意
な
教
職
員
も
い
る
。

し
か
し
、児
童
生
徒
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
に
格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
充
実
や
全

て
の
児
童
生
徒
に
公
平
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
が
で
き
る
よ
う
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
を
町
単
独
で
増
や
せ

な
い
か
。教
職
員
の
業
務
負
担

の
軽
減
も
踏
ま
え
た
考
え
は
。

　
令
和
4
年
度
ま
で
は
国
の
整

備
方
針
に
基
づ
い
て
い
る
。そ
れ

以
降
は
、教
育
現
場
も
含
め
た

大
木
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員

会
の
各
学
校
の
代
表
や
関
係
者

に
指
導
助
言
を
受
け
て
い
く
。分

析
検
討
活
用
を
図
り
、国
の
政

策
、県
内
地
域
の
取
組
状
況
を

注
視
し
判
断
し
て
い
く
。

　
地
域
学
校
協
働
活
動

と
し
て
、
新
年
度
か
ら

放
課
後
の
学
習
支
援
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。具
体
的
な
実
施

内
容
は
。

　
学
習
支
援
と
い
う
よ
り
児
童

の
宿
題
を
行
う
学
習
活
動
を
見

守
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。生

活
習
慣
と
学
習
習
慣
を
図
る
こ

と
が
第
一
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
児
童
生
徒
の
放
課
後

学
習
支
援
を
ま
ち
づ
く

り
課
だ
け
で
学
校
と
の
細
や
か

な
連
携
が
で
き
る
の
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
課
と
こ
ど
も
未

来
課
が
両
輪
と
な
り
連
絡
を
取

り
合
い
進
め
て
い
き
た
い
。

問

問

問

問問

問

問

一 般 質 問 一 般 質 問

　
小
規
模
な
自
治
区
に

お
い
て
、
世
帯
割
を
基

本
と
し
た
業
務
委
託
金
で
は
、

区
の
財
政
状
況
に
格
差
が
開

く
ば
か
り
。自
治
区
機
能
の
拠

点
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施

設
設
備
の
補
助
額
を
増
や
す

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
共
助
社
会
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
拠
点
が
、地
区
公
民

館
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施

設
。自
治
区
移
行
の
議
論
を
進

め
る
中
で
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施

設
整
備
の
要
望
が
新
年
度
は

す
で
に
3
地
区
か
ら
出
て
お

り
、当
初
予
算
額
を
1
2
0
万

円
増
や
し
て
い
る
。補
助
率
を

上
げ
る
に
は
、こ
れ
ま
で
補
助

し
て
き
た
地
域
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
必
要
も
あ
る
。

　
住
民
が
い
つ
ま
で
も
こ
こ
で

暮
ら
し
た
い
、こ
こ
で
よ
か
っ

た
と
思
え
る
自
治
区
移
行
で

あ
る
た
め
に
も
、小
規
模
な
自

治
区
に
不
利
益
を
与
え
な
い

対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

　
男
女
共
同
参
画
審
議

会
か
ら
の
答
申
は
生
か

さ
れ
て
い
る
か
。

　
区
長
の
み
な
さ
ん
に
は
、自

治
区
移
行
を
協
議
す
る
際
に
、

役
員
に
女
性
を
登
用
し
て
い

た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
を
行
っ

て
い
る
が
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と

中
途
半
端
な
取
組
み
に
な
ら

ぬ
よ
う
、自
治
区
移
行
を
最
優

先
に
し
て
い
き
た
い
。

　
女
性
役
員
を
薦
め
て
い
た

だ
く
と
き「
〇
〇
さ
ん
ど
げ
ん

ね
？
役
を
受
け
ら
れ
ん
ね
」

「
私
の
補
助
と
し
て
副
を
受
け

て
も
ら
え
ん
や
ろ
か
」と
推
薦

し
た
り
、「
女
性
2
人
で
、受
け

て
も
ら
え
ん
か
な
」と
い
う
薦

め
方
を
し
て
も
ら
え
ば
、そ
の

う
ち
経
験
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
出
来
て
、女
性
も
引
受
け

や
す
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

今
は
ま
だ
、そ
う
い
う
手
だ
て

が
必
要
な
時
と
考
え
る
。

問

問

問

問

ここが知りたい！ 訴えたい！

教
育
長

教
育
長

教
育
長

こ
ど
も
未
来
課
副
課
長

意

　見

意

　見

ま
ち
づ
く
り
課
長

ま
ち
づ
く
り
課
長

ま
ち
づ
く
り
課
長

こ
ど
も
未
来
課
長

こ
ど
も
未
来
課
長

こ
ど
も
未
来
課
長

こ
ど
も
未
来
課
長

こ
ど
も
未
来
課
長
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本
町
の
児
童
虐
待
状

況
は
、進
行
管
理
児
童

が
45
件
で
、増
加
傾
向
と
の
報

告
を
受
け
て
い
る
。お
お
き
っ

子
「
す
こ
や
か
」
プ
ラ
ン
の
計

画
に
あ
る
子
ど
も
へ
の
暴
力
防

止
プ
ロ
グ
ラ
ム
、Ｃ
Ａ
Ｐ
の
実

施
状
況
は
。

　
管
理
児
童
が
増
加
し
た
要

因
は
、組
織
体
制
が
強
化
さ
れ

た
こ
と
。
ま
た
、
ケ
ー
ス
会
議

で
の
支
援
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

力
、面
談
力
が
向
上
し
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
き
め
細
か

く
、虐
待
か
も
し
れ
な
い
と
気

づ
く
学
校
や
、
保
育
園
、
幼
稚

園
の
関
係
職
員
の
発
見
率
が

要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
未
然
防
止
の
研
修
会
の
予

算
は
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
て
、早
期

発
見
と
早
期
対
応
に
ウ
エ
ー

ト
を
置
い
た
取
組
み
を
実
施

す
る
。

　
学
校
、保
育
園
か
ら

の
要
望
を
待
つ
の
で
は

な
く
、町
は
、子
ど
も
を
ど
の

よ
う
に
守
り
、育
て
て
い
く
の

か
、子
ど
も
の
権
利
を
守
っ
て

い
く
施
策
の
一
つ
と
し
て
、位

置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
強
く

要
望
す
る
。

　
本
町
と
し
て
取
り
入
れ
る
べ

き
、内
容
、事
業
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
に
情
報
を
収
集
し
、児

童
虐
待
の
未
然
防
止
、早
期
発

見
早
期
対
応
に
資
す
る
よ
う

に
取
り
組
む
。

  の     ぐち            ゆう     こ

野口　裕子 議員問
  こ      が             やす     こ

古賀　靖子 議員問

①本町の事業に子どもへの暴力防止プログラムを取り入れては

②小規模自治区のコミュニティー施設の補助額増は可能か

③男女共同参画審議会からの答申は生かされているか

①ＩＣＴ支援員を増やすことはできるか

②地域学校協働活動の実施内容は 

今
年
の
1
月
か
ら
タ
ブ

レ
ッ
ト
持
ち
帰
り
の
実

証
で
、家
庭
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使

用
が
で
き
な
い
世
帯
は
ど
れ
く

ら
い
か
。ま
た
、そ
の
解
決
す
る

方
法
は
。

　
小
、
中
学
校
で
、
約
80
世
帯

W
i
‐
F
i
に
接
続
出
来
な
い

家
庭
が
あ
る
。生
活
困
窮
世
帯

の
通
信
環
境
支
援
は
、W
i
‐

F
i
ル
ー
タ
ー
の
貸
出
や
就
学

援
助
費
に
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
契

約
通
信
費
の
一
定
の
加
算
を
予

定
。ま
た
、緊
急
時
の
対
応
と
し

て
通
信
環
境
が
な
い
世
帯
に

W
i
‐
F
i
ル
ー
タ
ー
の
貸
出

と
、
定
額
の
プ
リ
ペ
イ
ド
式
の

S
I
M
カ
ー
ド
を
学
校
で
準
備

し
、10
世
帯
ほ
ど
対
応
し
て
い

る
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
や
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
の
配
置
や
活
用
は
。

　
令
和
3
年
度
は
4
校
に
1
名

の
、I
C
T
支
援
員
を
配
置
し
、

各
学
校
に
週
1
回
訪
問
し
、操

作
研
修
を
支
援
し
て
い
る
。

　
令
和
4
年
度
は
I
C
T
支
援

を
継
続
配
置
し
、
教
職
員
の

I
C
T
を
利
用
し
、効
果
的
な

事
業
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
の

禁
止
事
項
を
明
確
に
し
、

情
報
を
的
確
に
使
う
た
め
の
知

識
や
技
術
を
知
る
必
要
が
あ

る
。ネ
ッ
ト
の
危
険
性
も
知
り
、

正
し
く
使
用
で
き
る
よ
う
、情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
ど
う
推

進
す
る
の
か
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
持
ち
帰
り

ル
ー
ル
は
各
学
校
を
通
し
て
配

布
し
て
い
る
。情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
は
、学
校
も
含
め
大
木
町

I
C
T
教
育
推
進
委
員
会
の
中

で
、検
討
し
活
用
を
図
る
。同
時

に
情
報
を
整
理
し
、I
C
T
活

用
の
手
引
き
等
の
配
布
な
ど
考

え
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

効
果
的
な
事
業
支
援
の

具
体
的
内
容
は
。

　
I
C
T
支
援
の
事
業
支
援

は
、①
各
学
年
の
リ
モ
ー
ト
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
②
生
徒
が
作
っ

た
課
題
を
電
子
黒
板
に
表
示
、

③
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
ド
リ
ル
授

業
、④
小
テ
ス
ト
で
の
活
用
、⑤

校
務
で
は
時
間
割
の
変
更
や
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、⑥
Z
O
O
M

会
議
の
実
施
、⑦
理
科
プ
ロ
グ
ラ

ム
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
の
相

談
な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。

　
教
師
児
童
生
徒
の
状
況
を
把

握
し
、活
用
が
進
む
こ
と
で
、事

務
の
効
率
化
や
教
職
員
の
負
担

軽
減
に
も
つ
な
が
る
。

　
I
C
T
が
得
意
、不

得
意
な
教
職
員
も
い
る
。

し
か
し
、児
童
生
徒
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
に
格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
充
実
や
全

て
の
児
童
生
徒
に
公
平
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
が
で
き
る
よ
う
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
を
町
単
独
で
増
や
せ

な
い
か
。教
職
員
の
業
務
負
担

の
軽
減
も
踏
ま
え
た
考
え
は
。

　
令
和
4
年
度
ま
で
は
国
の
整

備
方
針
に
基
づ
い
て
い
る
。そ
れ

以
降
は
、教
育
現
場
も
含
め
た

大
木
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員

会
の
各
学
校
の
代
表
や
関
係
者

に
指
導
助
言
を
受
け
て
い
く
。分

析
検
討
活
用
を
図
り
、国
の
政

策
、県
内
地
域
の
取
組
状
況
を

注
視
し
判
断
し
て
い
く
。

　
地
域
学
校
協
働
活
動

と
し
て
、
新
年
度
か
ら

放
課
後
の
学
習
支
援
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。具
体
的
な
実
施

内
容
は
。

　
学
習
支
援
と
い
う
よ
り
児
童

の
宿
題
を
行
う
学
習
活
動
を
見

守
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。生

活
習
慣
と
学
習
習
慣
を
図
る
こ

と
が
第
一
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
児
童
生
徒
の
放
課
後

学
習
支
援
を
ま
ち
づ
く

り
課
だ
け
で
学
校
と
の
細
や
か

な
連
携
が
で
き
る
の
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
課
と
こ
ど
も
未

来
課
が
両
輪
と
な
り
連
絡
を
取

り
合
い
進
め
て
い
き
た
い
。

問

問

問

問問

問

問

一 般 質 問 一 般 質 問

　
小
規
模
な
自
治
区
に

お
い
て
、
世
帯
割
を
基

本
と
し
た
業
務
委
託
金
で
は
、

区
の
財
政
状
況
に
格
差
が
開

く
ば
か
り
。自
治
区
機
能
の
拠

点
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施

設
設
備
の
補
助
額
を
増
や
す

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
共
助
社
会
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
拠
点
が
、地
区
公
民

館
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施

設
。自
治
区
移
行
の
議
論
を
進

め
る
中
で
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施

設
整
備
の
要
望
が
新
年
度
は

す
で
に
3
地
区
か
ら
出
て
お

り
、当
初
予
算
額
を
1
2
0
万

円
増
や
し
て
い
る
。補
助
率
を

上
げ
る
に
は
、こ
れ
ま
で
補
助

し
て
き
た
地
域
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
必
要
も
あ
る
。

　
住
民
が
い
つ
ま
で
も
こ
こ
で

暮
ら
し
た
い
、こ
こ
で
よ
か
っ

た
と
思
え
る
自
治
区
移
行
で

あ
る
た
め
に
も
、小
規
模
な
自

治
区
に
不
利
益
を
与
え
な
い

対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

　
男
女
共
同
参
画
審
議

会
か
ら
の
答
申
は
生
か

さ
れ
て
い
る
か
。

　
区
長
の
み
な
さ
ん
に
は
、自

治
区
移
行
を
協
議
す
る
際
に
、

役
員
に
女
性
を
登
用
し
て
い

た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
を
行
っ

て
い
る
が
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と

中
途
半
端
な
取
組
み
に
な
ら

ぬ
よ
う
、自
治
区
移
行
を
最
優

先
に
し
て
い
き
た
い
。

　
女
性
役
員
を
薦
め
て
い
た

だ
く
と
き「
〇
〇
さ
ん
ど
げ
ん

ね
？
役
を
受
け
ら
れ
ん
ね
」

「
私
の
補
助
と
し
て
副
を
受
け

て
も
ら
え
ん
や
ろ
か
」と
推
薦

し
た
り
、「
女
性
2
人
で
、受
け

て
も
ら
え
ん
か
な
」と
い
う
薦

め
方
を
し
て
も
ら
え
ば
、そ
の

う
ち
経
験
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
出
来
て
、女
性
も
引
受
け

や
す
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

今
は
ま
だ
、そ
う
い
う
手
だ
て

が
必
要
な
時
と
考
え
る
。

問

問

問

問

ここが知りたい！ 訴えたい！

教
育
長

教
育
長

教
育
長

こ
ど
も
未
来
課
副
課
長

意

　見

意

　見

ま
ち
づ
く
り
課
長

ま
ち
づ
く
り
課
長

ま
ち
づ
く
り
課
長

こ
ど
も
未
来
課
長

こ
ど
も
未
来
課
長

こ
ど
も
未
来
課
長

こ
ど
も
未
来
課
長

こ
ど
も
未
来
課
長
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